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1. はじめに
　ここから、本文を始める。セクションタイトル、およびサブセクションタイトルは太字にする。
　このファイルの不要な箇所を削除し、このファイルからファイル名のみ変更し、上書き保存する形で使用すること。絶対に、「.doc」のファイル形式から変更しないこと。「.docx」に変更した場合、正しく表示されないことがある。
　脚注を使用する場合、対応する本文の箇所に上付き数字をつけて、注の内容は本文末（文献表の前）に記載すること。1（←このように句点「。」の後に注番号を付ける）＜MS-Wordの脚注機能は決して使用しないこと。＞
(1)
a. 
John kicked the bucket.


b. *
The bucket was kicked (by John).

(2)
How many cars did they say that the mechanics fixed    ? 
(Chomsky (2013: 47))

タブ機能やインデントを調整して、例文を整えること。例文同士は行間を空けず、本文と例文の間は１行空けること。
2. 改行の注意点について
　以下の段落を参照すること。
2.1. 段落の先頭行について
（サブ）セクションと（サブ）セクションの間には１行間をあける。ただし、左右それぞれの段組の１行目はこのルールとは関係なく、空白行にはしない。
　また、サブセクションのタイトルがセクションタイトルのすぐ後にくる場合、両者の間に空白行を入れないこと。
2.2. 謝辞と注について
　本文と謝辞又は注の間には１行空けること。ただし、この空白行が左右それぞれの段組の１行目にくるときは、この限りではない。
* 謝辞を入れる場合は、本文との間に１行空け、論文タイトル右端に上付きでアスタリスクを付けておき、この位置に記入する。謝辞のみで、脚注がない場合、下の「注」は削除すること。謝辞と注の間は１行空けない。
注
1「脚注」を入れる場合は、１番目の脚注をここから記入する。対応する脚注番号を上付き文字で記入すること。
2  以下の参考文献は、見本として書かれたものである。参考文献を記入する際は、アルファベット順にすること。
3  参考文献と謝辞又は注との間に１行空けること。
4 以下の、大庭・島 (2002)のように和文の文献と英文の文献を分けずに記載すること。（掲載順序は、英文文献と同じくアルファベット順とする。）
5 学会等の口頭発表や流通している未出版論文を引用してもよいが、それと同じ内容がすでに論文として公刊されている場合は、できるだけ、公刊されている論文の方を引用すること。
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補足
＜和文の参考文献の記述方法＞
①掲載ページの前には、半角カンマと半角スペースを入れる。
②論文名の後に編者名が続く場合、編者名の前に半角カンマと半角スペースを入れる。
③「」と『』が連続する場合は両者の間に半角カンマと半角スペースを入れる。
④「」、『』の前後はカンマ及びスペースを入れない。
⑤( )の前後には半角スペースを入れる。ただし、)の直後にコンマや全角の記号を付す場合は、)の後の半角スペースは不要。
⑥その他は、英文論文と同様にする。
☆①〜⑥の優先順位とする。
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